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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はI型膜タンパク質であり、Eph関連受容体チロシンキナーゼのリガンドである。細胞接着に関与し、神経系の発達や維持に機能する可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：EFNB1の欠陥は、頭蓋前頭鼻症候群（CFNS）[MIM:304110]の原因となる。頭蓋前頭鼻異形成症（CFND）としても知られる。CFNSは、眼間開離、短頭症を伴う冠状癒合、眼瞼下垂、鼻尖裂、関節異常、爪の縦溝、その他の指先異常を特徴とするX連鎖遺伝性症候群である。,機能：受容体チロシンキナーゼEPHB1およびEPHA1に結合する。 in vitroにおいて、交連軸索／成長円錐に結合し、その崩壊を誘導する。縦方向に突出する軸索の配向を束縛する役割を果たす可能性がある。,誘導：TNF-αによる。,PTM：細胞質ドメインのチロシン残基の誘導性リン酸化。,類似性：エフリンファミリーに属する。,サブユニット：GRIP1およびGRIP2と相互作用する。,組織特異性：心臓、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓。,
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	EFNB1抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	エフリンB1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

